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(57)【要約】
【課題】異物によるショートの発生を抑えつつ、絶縁性
を向上させることができるコネクタユニットを提供する
こと。
【解決手段】雄端子コネクタ１０と雌端子コネクタ５０
とが嵌合されるコネクタユニット１において、雄端子コ
ネクタ１０は、前壁１３の内面１３ａの各雄端子１１間
に凹状に形成され嵌合凹部２１を有してなり、雌端子コ
ネクタ５０は、隔壁５６の前端部側面５６ａに形成され
、かつ突出傾斜面２０ａに対してほぼ平行に傾斜された
隔壁傾斜面隔壁傾斜面５９と、隔壁５６の前端部５６ｂ
から突出されて嵌合凹部２１と嵌合される形状をなす嵌
合凸部６１とを有してなり、雄端子コネクタ１０と雌端
子コネクタ５０とが嵌合された場合、向かい合う突出傾
斜面２０ａと隔壁傾斜面５９とが当接され、あるいは向
かい合わされ、かつ嵌合凸部６１と嵌合凹部２１とが隙
間を空けて嵌合される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前壁に並設される複数の雄端子と、各雄端子の前壁側端部外周を包むように前記前壁の
内面から突出され、かつ両側面が突出端部に向けて雄端子との距離が短くなるように傾斜
された一対の突出傾斜面を有してなる突出保持部と、を有してなる雄端子コネクタと、複
数の雌端子の各雌端子が隔壁によって仕切られて形成された収容室に収容され、該収容室
内に各雄端子が挿通可能に前端部に開口部が形成されてなる雌端子コネクタとを有してな
り、前記内面に前記前端部を向けて前記雄端子コネクタと前記雌端子コネクタとが嵌合さ
れるコネクタユニットにおいて、
　前記雄端子コネクタは、
　前記前壁の内面の各雄端子間に凹状に形成されてなる嵌合凹部を有してなり、
　前記雌端子コネクタは、
　前記隔壁の前端部側面に形成され、かつ前記突出傾斜面に対してほぼ平行に傾斜された
隔壁傾斜面と、前記隔壁の前端部から突出されて前記嵌合凹部と嵌合される形状をなす嵌
合凸部とを有してなり、
　前記雄端子コネクタと前記雌端子コネクタとが嵌合された場合、向かい合う前記突出傾
斜面と前記隔壁傾斜面とが当接され、あるいは向かい合わされ、かつ前記嵌合凸部と前記
嵌合凹部とが隙間を空けて嵌合されることを特徴とするコネクタユニット。
【請求項２】
　前記雄端子コネクタは、
　前記突出傾斜面の前壁内面側端からさらに延在され、かつ前記複数の雄端子の並び方向
に設けられた雄端子コネクタ側延在面を有してなり、
　前記雌端子コネクタは、
　前記隔壁傾斜面の隔壁前端側端からさらに延在されて設けられた雌端子側延在面を有し
てなり、
　前記雄端子コネクタと前記雌端子コネクタとが嵌合された場合、前記雄端子コネクタ側
延在面と、前記雌端子側延在面とが当接され、あるいは向かい合わされることを特徴とす
る請求項１に記載のコネクタユニット。
【請求項３】
　前記嵌合凸部は、
　直方体形状をなしていることを特徴とする請求項２に記載のコネクタユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の雄端子が設けられた雄端子コネクタと、該複数の雄端子の各雄端子に
接続される複数の雌端子が収容される雌端子コネクタとを有してなるコネクタユニットに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の雄端子が設けられた雄端子コネクタと、該複数の雄端子の各雄端子に接続
される複数の雌端子が収容される雌端子コネクタとを有してなるコネクタユニットがある
。このようなコネクタユニットは、雄端子と雌端子との接続部分への異物の混入を防止す
ることがショート原因を低減するために重要である。例えば、特許文献１には、雄雌両端
子の接続部分を個々に遮断できるようにしたコネクタユニットが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２７５０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　特許文献１に記載されたコネクタユニットは、ハウジング嵌合により雄雌各端子の接続
がなされ、雄コネクタの端子ハウジングに当該端子ハウジングの先端面から突出する状態
にして遮断用突出部が設けられ、ハウジング嵌合時に遮断用突出部が雄コネクタの端子ハ
ウジングにおける後壁に当接するようになっている。
【０００５】
　ところで、端子の多極化に伴う小ピッチ化によって、隣接する端子間の沿面距離を確保
することが難しくなっている。このため、小ピッチで隣接する端子間の沿面距離を確保す
ることが重要となる。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載されたコネクタユニットは、図１０に示すように、隣
接する雄端子１１０の沿面距離が、傾斜面１２０および底面１３０に沿った距離となり、
雄端子１１０のピッチが小ピッチになると沿面距離を長く確保することが難しく、結果的
に絶縁性が低下してしまうという問題があった。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、異物によるショートの発生を抑えつつ
、絶縁性を向上させることができるコネクタユニットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の請求項１にかかるコネクタユ
ニットは、前壁に並設される複数の雄端子と、各雄端子の前壁側端部外周を包むように前
記前壁の内面から突出され、かつ両側面が突出端部に向けて雄端子との距離が短くなるよ
うに傾斜された一対の突出傾斜面を有してなる突出保持部と、を有してなる雄端子コネク
タと、複数の雌端子の各雌端子が隔壁によって仕切られて形成された収容室に収容され、
該収容室内に各雄端子が挿通可能に前端部に開口部が形成されてなる雌端子コネクタとを
有してなり、前記内面に前記前端部を向けて前記雄端子コネクタと前記雌端子コネクタと
が嵌合されるコネクタユニットにおいて、前記雄端子コネクタは、前記前壁の内面の各雄
端子間に凹状に形成されてなる嵌合凹部を有してなり、前記雌端子コネクタは、前記隔壁
の前端部側面に形成され、かつ前記突出傾斜面に対してほぼ平行に傾斜された隔壁傾斜面
と、前記隔壁の前端部から突出されて前記嵌合凹部と嵌合される形状をなす嵌合凸部とを
有してなり、前記雄端子コネクタと前記雌端子コネクタとが嵌合された場合、向かい合う
前記突出傾斜面と前記隔壁傾斜面とが当接され、あるいは向かい合わされ、かつ前記嵌合
凸部と前記嵌合凹部とが隙間を空けて嵌合されることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の請求項２にかかるコネクタユニットは、上記の発明において、前記雄端
子コネクタは、前記突出傾斜面の前壁内面側端からさらに延在され、かつ前記複数の雄端
子の並び方向に設けられた雄端子コネクタ側延在面を有してなり、前記雌端子コネクタは
、前記隔壁傾斜面の隔壁前端側端からさらに延在されて設けられた雌端子側延在面を有し
てなり、前記雄端子コネクタと前記雌端子コネクタとが嵌合された場合、前記雄端子コネ
クタ側延在面と、前記雌端子側延在面とが当接され、あるいは向かい合わされることを特
徴とする。
【００１０】
　また、本発明の請求項３にかかるコネクタユニットは、上記の発明において、前記嵌合
凸部は、直方体形状をなしていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の請求項１にかかるコネクタユニットは、前記雄端子の沿面距離が、前記嵌合凹
部および前記突出傾斜面に沿った距離になるため、前記嵌合凹部の内部側面に沿った距離
によって沿面距離をより長く確保することができ、しかも、前記雌端子コネクタの前端部
と前記雄端子コネクタの前壁との合わせ目の形状が複雑になるため、外部から前記雄端子
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および前記雌端子の接続部分へ異物が侵入し難くなり、結果的に異物原因によるショート
を防止することができるので、異物によるショートの発生を抑えつつ、絶縁性を向上させ
ることができる。
【００１２】
　本発明の請求項２にかかるコネクタユニットは、前記雄端子コネクタが、前記突出傾斜
面の前壁内面側端からさらに延在され、かつ前記複数の雄端子の並び方向に設けられた雄
端子コネクタ側延在面を有してなり、前記雌端子コネクタが、前記隔壁傾斜面の隔壁前端
側端からさらに延在されて設けられた雌端子コネクタ側延在面を有してなり、前記雄端子
コネクタと前記雌端子コネクタとが嵌合された場合、前記雄端子コネクタ側延在面と、前
記雌端子コネクタ側延在面とが当接され、あるいは向かい合わされるので、前記突出傾斜
面のみで形成された部分を前記突出傾斜面と前記雌端子側延在面とで構成するようにして
いるため、沿面距離をより長くすることができ、結果的に、絶縁性能をさらに向上するこ
とができる。しかも、前記雌端子コネクタの前端部と前記雄端子コネクタの前壁との合わ
せ目の形状がさらに複雑になるため、前記雄端子および前記雌端子の接続部分へ異物がよ
り侵入し難くなる。
【００１３】
　本発明の請求項３にかかるコネクタユニットは、前記嵌合凹部が直方体形状の前記嵌合
凸部に対応した凹み形状になるので、上述の請求項２の構成により前記突出傾斜面と前記
雄端子コネクタ側延在面とで増加させた分の沿面距離を利用して、前記嵌合凹部の深さを
浅くし、かつ底面の幅を短くすることができる。このため、前記嵌合凹部のインサート成
形に用いる金型駒の直方体形状の突起部分の高さを短くし、かつ幅を太くすることができ
るため、インサート成形に用いる金型駒の耐久性を上げることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかるコネクタユニットの一部断面を示した分
解斜視図である。
【図２】図２は、図１に示したコネクタユニットの断面図である。
【図３】図３は、図１に示した雌端子コネクタを前方から視た図である。
【図４】図４は、図２に示した雄端子の周辺を拡大した図である。
【図５】図５は、図２に示した隔壁の前端部周辺を拡大した図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態２にかかるコネクタユニットの断面図である。
【図７】図７は。図６に示したコネクタユニットの一部拡大図である。
【図８】図８は、沿面距離を比較するための図である。
【図９】図９は、金型駒の耐久性が向上することについて説明するための図である。
【図１０】図１０は、従来技術を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して、この発明にかかるコネクタユニットの好適な実施の形態を詳細
に説明する。
【００１６】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかるコネクタユニット１の一部断面を示した分解斜
視図である。図２は、図１に示したコネクタユニット１の断面図である。図３は、図１に
示した雌端子コネクタ５０を前方から視た図である。図４は、図２に示した雄端子１１の
周辺を拡大した図である。図５は、図２に示した隔壁５６の前端部５６ｂ周辺を拡大した
図である。
　なお、図中、互いに直交する矢印方向を前後左右上下とする。
　本発明の実施の形態１にかかるコネクタユニット１は、雄端子コネクタ１０および雌端
子コネクタ５０を有してなる。
【００１７】
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　まず、雄端子コネクタ１０について説明する。
　雄端子コネクタ１０は、５つの雄端子１１がインサート成形によって一体的に設けられ
たコネクタであり、雌端子コネクタ５０と嵌合されることによって、雌端子コネクタ５０
内に収容された複数の雌端子５１の各雌端子５１と各雄端子１１とを接続させるものであ
る。この雄端子コネクタ１０は、雄端子コネクタ本体部１２を有してなる。
【００１８】
　雄端子コネクタ本体部１２は、長方形状の前壁１３と、前壁１３の縁に沿って立設され
た上壁１４と、下壁１５と、一対の側壁１６とからなり、後端部１７に開口部１８が形成
されてなる。このような前壁１３、上壁１４、下壁１５、および一対の側壁１６によって
内部収容空間１２ａが形成され、この内部収容空間１２ａが後述する雌端子コネクタ本体
部５２の外表面を覆うようにして雌端子コネクタ５０と嵌合されるコネクタ嵌合部１９と
なっている。
　また、前壁１３には、５つの雄端子１１が並設され、かつ前壁１３の内面１３ａからコ
ネクタ嵌合部１９に突出されて設けられている。
　また、雄端子コネクタ本体部１２は、突出保持部２０、嵌合凹部２１、および係合貫通
孔部２２を有してなる。
【００１９】
　突出保持部２０は、各雄端子１１の前壁側端部外周１１ａを包むように前壁１３の内面
１３ａから突出され、かつ両側面が突出端部２０ｂに向けて雄端子１１との距離が短くな
るように傾斜された一対の突出傾斜面２０ａを有してなる
　嵌合凹部２１は、前壁１３の内面１３ａの各雄端子１１間に凹状に形成された部分であ
り、後述する嵌合凸部６１と隙間を空けて嵌合されるようになっている。この嵌合凹部２
１の上部両縁２１ａは突出傾斜面２０ａの前壁内面側端２０ｃとなっている。
　係合貫通孔部２２は、雄端子コネクタ１０と雌端子コネクタ５０とが嵌合された場合、
後述する係合突起部５８と係合されることによって、雌端子コネクタ５０をコネクタ嵌合
部１９内に係止するものである。
【００２０】
　次に、雌端子コネクタ５０について説明する。
　雌端子コネクタ５０は、５つの雌端子５１が収容されるコネクタであり、雄端子コネク
タ１０と嵌合されることによって、各雄端子１１と雌端子コネクタ５０内に収容された各
雌端子５１とを接続させるものである。
　この雌端子コネクタ５０は、雌端子コネクタ本体部５２を有してなる。雌端子コネクタ
本体部５２は、上壁５３、下壁５４、一対の側壁５５からなり、横断面がほぼ長方形状の
角筒形状をなしている。
　この雌端子コネクタ本体部５２の上壁５３、下壁５４、一対の側壁５５によって内部収
容空間５２ａが形成され、この内部収容空間５２ａに５つの雌端子５１が収容されるよう
になっている。
　より具体的には、雌端子コネクタ本体部５２は、５つの雌端子５１の各雌端子５１が隔
壁５６によって仕切られて形成された雌端子収容室５７に収容されるようになっており、
前端部５２ｂには、各雄端子１１が各雌端子収容室５７内に挿通可能に開口された前端側
開口部５２ｃが形成されている。また、雌端子コネクタ本体部５２の後端面５２ｄには、
各雌端子５１が雌端子収容室５７内に挿通可能に開口された後端側開口部５２ｅが形成さ
れている。
【００２１】
　このような雌端子収容室５７には、各雌端子５１が後端側開口部５２ｅから挿入され、
雌端子収容室５７内の取り付け位置で、例えば図示しない２重係止手段によって係止され
るようになっている。
　なお、この実施の形態１のコネクタユニット１では、雌端子コネクタ本体部５２の両側
壁５５が隔壁５６を兼ねるようになっている。
　また、雌端子コネクタ本体部５２は、係合突起部５８、隔壁傾斜面５９および突出前端
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部６０を有してなる。
【００２２】
　係合突起部５８は、雌端子コネクタ本体部５２の各側壁５５の外面５５ａからランス状
に突起して設けられた一対の突起部分であり、雄端子コネクタ１０と雌端子コネクタ５０
とが嵌合された場合、係合貫通孔部２２と係合されることによって、雌端子コネクタ５０
をコネクタ嵌合部１９内に係止するものである。
　隔壁傾斜面５９は、隔壁５６の前端部側面５６ａに形成され、かつ隔壁５６の前端部側
面５６ａに形成され、かつ突出傾斜面２０ａに対してほぼ平行に傾斜された面である。
　突出前端部６０は、雌端子コネクタ本体部５２の前端部５２ｂをなし、雄端子コネクタ
１０と雌端子コネクタ５０とが嵌合される際、雄端子コネクタ１０の前壁１３の内面１３
ａに向けられる部分である。この突出前端部６０は、嵌合凸部６１および囲い壁部６２を
有してなる。
　嵌合凸部６１は、隔壁５６の前端部５６ｂから突出されて嵌合凹部２１と嵌合される直
方体形状で突出された突出部分である。
　囲い壁部６２は、各隔壁５６から突出された嵌合凸部６１群を囲うように形成された壁
である。
【００２３】
　このようなコネクタユニット１は、雄端子コネクタ１０と雌端子コネクタ５０とが嵌合
された場合、向かい合う各突出傾斜面２０ａと隔壁傾斜面５９とが当接され、あるいは向
かい合わされ、かつ嵌合凸部６１と嵌合凹部２１とが隙間を空けて嵌合されるようになっ
ている。このため、雄端子１１の沿面距離が、嵌合凹部２１および突出傾斜面２０ａに沿
った距離になるため、嵌合凹部２１の内部側面２１ｂに沿った距離によって沿面距離をよ
り長く確保することができ、しかも、雌端子コネクタ５０の前端部５２ｂと雄端子コネク
タ１０の前壁１３との合わせ目の形状が複雑になるため、外部から前記雄端子および前記
雌端子の接続部分へ異物が侵入し難くなり、結果的に異物原因によるショートを防止する
ことができるので、異物によるショートの発生を抑えつつ、絶縁性を向上させることがで
きる。
【００２４】
　本発明の実施の形態１のコネクタユニット１は、雄端子１１の沿面距離が、嵌合凹部２
１および突出傾斜面２０ａに沿った距離になるため、嵌合凹部２１の内部側面２１ｂに沿
った距離によって沿面距離をより長く確保することができ、しかも、雌端子コネクタ５０
の前端部５２ｂと雄端子コネクタ１０の前壁１３との合わせ目の形状が複雑になるため、
外部から雄端子１１および雌端子５１の接続部分へ異物が侵入し難くなり、結果的に異物
原因によるショートを防止することができるので、異物によるショートの発生を抑えつつ
、絶縁性を向上させることができる。
【００２５】
（実施の形態２）
　次に、図６－図９を用いて本発明の実施の形態２にかかるコネクタユニット２について
説明する。図６は、本発明の実施の形態２にかかるコネクタユニット２の断面図である。
図７は。図６に示したコネクタユニット２の一部拡大図である。図８は、沿面距離を比較
するための図である。図９は、金型駒Ｓの耐久性が向上することについて説明するための
図である。
　本発明の実施の形態２のコネクタユニット２は、雄端子コネクタ７０が、雄端子コネク
タ側延在面７１をさらに有してなり、雌端子コネクタ８０が、雌端子コネクタ側延在面８
１を有してなる。
　その他の構成は実施の形態１と同じであり、同一構成部分には同一符号を付している。
【００２６】
　雄端子コネクタ側延在面７１は、突出傾斜面２０ａの前壁内面側端２０ｃからさらに延
在され、かつ複数の雄端子１１の並び方向に設けられた面である。
　雌端子コネクタ側延在面８１は、隔壁傾斜面５９の隔壁前端側端５９ａからさらに延在
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されて設けられた面である。
　雄端子コネクタ７０と雌端子コネクタ８０とが嵌合された場合、雄端子コネクタ側延在
面７１と、雌端子コネクタ側延在面８１とが当接され、あるいは向かい合わされるように
なっている。
【００２７】
　本発明の実施の形態２にかかるコネクタユニット２は、雄端子コネクタ７０が、突出傾
斜面２０ａの前壁内面側端２０ｃからさらに延在され、かつ複数の雄端子１１の並び方向
に設けられた雄端子コネクタ側延在面７１を有してなり、雌端子コネクタ８０が、隔壁傾
斜面５９の隔壁前端側端５９ａからさらに延在されて設けられた雌端子コネクタ側延在面
８１を有してなり、雄端子コネクタと前記雌端子コネクタとが嵌合された場合、前記雄端
子コネクタ側延在面と、前記雌端子コネクタ側延在面とが当接され、あるいは向かい合わ
されるので、すなわち図８に示すように、実施の形態１のコネクタユニット１のように突
出傾斜面２０ａのみで形成された部分を突出傾斜面２０ａと雄端子コネクタ側延在面７１
とで構成するようにしているため、沿面距離をより長くすることができ、結果的に、絶縁
性能をさらに向上することができる。しかも、雌端子コネクタ８０の前端部８０ｂと雄端
子コネクタ７０の前壁７２との合わせ目の形状がさらに複雑になるため、雄端子１１およ
び雌端子５１の接続部分へ異物がより侵入し難くなる。
【００２８】
　なお、コネクタユニット２が雄端子１１の沿面距離を実施の形態１のコネクタユニット
１と等しく確保する場合、図９に示すように、突出傾斜面２０ａと雄端子コネクタ側延在
面７１とで増加させた分の沿面距離を利用して、例えば、嵌合凹部２１の深さＤを浅くし
、かつ底面の幅Ｔ１を短くすることができる。この場合、嵌合凹部２１のインサート成形
に用いる金型駒Ｓの直方体形状の突起部分Ｓ１の高さＨを短くし、かつ幅Ｔ２を太くする
ことができるため、インサート成形に用いる金型駒Ｓの耐久性を上げることができる。
【００２９】
　なお、本発明の実施の形態１，２のコネクタユニット１，２は、複数の雄端子１１が雄
端子コネクタ本体部１２にインサート成形によって一体的に設けられるものを例示したが
、これに限らない。すなわち、複数の雄端子１１が雄端子コネクタ本体部１２の前壁１３
，７２に並設されていればよい。例えば、複数の雄端子１１が雄端子コネクタ本体部１２
の前壁１３，７２に圧入されるようにしてもよい。
【００３０】
　なお、本発明の実施の形態１，２のコネクタユニット１，２は、嵌合凸部６１が直方体
形状であるものを例示したが、これに限らない。すなわち、隔壁５６の前端部５６ｂから
突出された形状であればその他の形状であってもよい。例えば、嵌合凸部６１が立方体形
状であってもよい。
【００３１】
　以上、本発明者によってなされた発明を、上述した発明の実施の形態に基づき具体的に
説明したが、本発明は、上述した発明の実施の形態に限定されるものではなく、その要旨
を逸脱しない範囲において種々変更可能である。
【符号の説明】
【００３２】
　　　１、２　コネクタユニット
　　　１０、７０　雄端子コネクタ
　　　１１　　雄端子
　　　１１ａ　前壁側端部外周
　　　１２　　雄端子コネクタ本体部
　　　１２ａ　内部収容空間
　　　１３、７２　前壁
　　　１３ａ、７２ａ　内面
　　　１４　　上壁
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　　　１５　　下壁
　　　１６　　側壁
　　　１７　　後端部
　　　１８　　開口部
　　　１９　　コネクタ嵌合部
　　　２０　　突出保持部
　　　２０ａ　突出傾斜面
　　　２０ｂ　突出端部
　　　２０ｃ　前壁内面側端
　　　２１　　嵌合凹部
　　　２１ａ　縁
　　　２１ｂ　内側側面
　　　２２　　係合貫通孔部
　　　５０、８０　雌端子コネクタ
　　　５１　　雌端子
　　　５２　　雌端子コネクタ本体部
　　　５２ａ　内部収容空間
　　　５２ｂ、８０ｂ　前端部
　　　５２ｃ　前端側開口部
　　　５２ｄ　後端面
　　　５２ｅ　後端側開口部
　　　５３　　上壁
　　　５４　　下壁
　　　５５　　側壁
　　　５５ａ　外面
　　　５６　　隔壁
　　　５６ａ　前端部側面
　　　５６ｂ　前端部
　　　５７　　雌端子収容室
　　　５８　　係合突起部
　　　５９　　隔壁傾斜面
　　　５９ａ　隔壁前端側端
　　　６０　　突出前端部
　　　６１　　嵌合凸部
　　　６２　　囲い壁部
　　　７１　　雄端子コネクタ側延在面
　　　８１　　雌端子コネクタ側延在面
　　　Ｓ　　　金型駒
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